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1　はじめに
　川田原古墳群は、愛知県新城市川田原に存
在する古墳時代後期の群集墳である。1968
年（昭和 43）に、愛知大学歴史学研究室に
よって、当時残存していた 23 基の古墳のう
ちの 5 基が発掘調査されたが、それらの報告
書は刊行されず、遺物も永らく愛知大学総合
郷土研究所に保管されたままであった。その
ような状況の中で、近年、同研究所では所
内の未整理の考古遺物がすべて調査されるこ
とになり、それらの一部はすでに発表され、
一般にも公開されるようになった（1）。川田
原古墳群についても、再調査が進み 15、16、
22 号墳の報文が同研究所の紀要（2）に掲載さ
れるに至ったが、本稿はそれらに続く、残り
の 23、24 号墳の調査記録と遺物の整理報告
である。
2　川田原古墳群の位置と調査の経緯
　川田原古墳群の位置と調査の経緯および研
究の略史については、すでに発掘窟調査報告
ⅠとⅡに記述されているが、本稿では立地と
調査経緯について、概要のみを再略記する。
川田原古墳群の地籍は新城市川田原字本宮道
8 の 52、53、147、158 番地で、新城市の西
端部に位置し、豊川市一宮町と境界を接する
川田原台地の上に立地する（第 1 図）。この
台地は本宮山の東南の山麓にあたり、豊川右
岸に形成された上位段丘が新城市と豊川市の
間を流れる境川の浸食によって形成され、東
南方向に舌状に伸びている。その古墳群の存
在は、戦後の 1948 年（昭和 23）には 36 基
が知られ、1972 年（昭和 47）に愛知県教育
委員会発行の『愛知県遺跡地図』には 34 基
が登録されている。しかし愛知大学が調査し
た時には 9、10 号墳と 26 から 34 号墳までの
11 基が消滅し、23 基の古墳の残存すること
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第 1 図　川田原古墳群の位置
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が確認されている。その時、発掘調査された
のは 15、16、22、23、24 号墳の 5 基で、調
査期間は 1968 年（昭和 43）3 月 6、7 日（測
量）および 19 ～ 28 日（発掘調査）で、調査
の主体は新城市教育委員会、調査担当は歌川
學氏（愛知大学教授、当時）と大参義一氏（同
大学講師、当時）、参加者は愛知大学歴史学
研究室学生、新城市郷土研究会会員、新城市
小、中、高等学校教員および生徒有志であっ
た。
3　川田原 23 号墳
　古墳の概要
　23 号墳は、22 号墳の南南東約 40m の地点
にあり、周囲の状況、墳丘の状態も 22 号墳
とほぼ同様である。ただし 22 号墳よりは台
地の縁辺に近く、地形は同号墳に比し南東方
向に向けてやや急斜面をなしている。地籍は
新城市川田原字本宮通 158 番地である。発掘
前の古墳の状況（写真１）は 0.7m の円丘を
なし、7 個の巨石が露出していた。遺跡の現
在の状況は、墳丘は 22 号墳と同様にすべて
削平され、その後に建てられた民間企業の工
場の敷地として使用されており、当時の痕跡
をうかがうことはできない。
　発掘日誌抄
　3 月 6 日　22 号墳とともに墳丘の測量を行
う。23 号墳は午後 4 時に作業を終了する。
　3 月 19 日　午後より作業開始する。墳丘
にトレンチを設け、発掘を開始する。石室の
西壁を検出するために、さらにトレンチ（B
区）を拡張する。天井石と思われるものはい
ずれも巨石で、石室内に落ち込んでいる。側
壁の上部も落ち込んでいるようである。羨道
部と玄室の区別は付きがたいようであり、羨
道部には詰石が全面にみられる。
　3 月 22 日　墳丘の四方に設けたトレンチ
（A、B、C、D 区、第 2 図）の土層を調査する。
石室は天井石を取り除き、敷石を検出すべく
役 170㎝掘り下げるも床面には到達しなかっ
た。ボーリング探査を試みるが、各地点の深
さがまちまちで、明確にできなかった。なお、
羨道部の玄室入り口付近で高杯の断片が出土
する。
　3 月 23 日　昨日に引き続き床面に達する
ための作業を進め、正午近くに敷石を明確に
検出し、その後清掃を行う。石室内に詰まっ
た土の中から土師器片、須恵器片、山茶碗、
鉄片が出土する。
　3 月 24 日　床面の実測を行い完了する。
側壁の実測も 3 分の 2 程度行う。
　3 月 26 日　側壁と石室平面図の実測を完
了する。東西南北のトレンチの発掘区を拡張
し、セクションを実測する。
　3 月 27 日　石室の横断面、縦断面の実測
および B、C、D 区のセクションの実測を終
える。
　3 月 28 日　鏡石の平面図の作成および実
測図の整理作業の後、敷石を剥がして発掘を
行う。鏡石付近より約 180㎝のところで、同
一個体と見られる提瓶の断片数が数点出土す
る。本日で 23 号墳の調査を終了する。
　古墳の墳丘
　封土は大部分が流失し定かではないが、
北（C 区、 第 3、4 図 ）、 西（B 区、 第 3、4
図）のトレンチにおける葺石によって、直径
13.5m の円墳（第 2 図）と推定される。墳丘
（2）
写真 1　23 号墳（左）、22 号墳近景（調査前）
− 121 −
新城市川田原古墳群の発掘調査報告Ⅲ ―川田原 23、24 号墳―
の東部はかなりの急斜面を示し、墳丘の裾部
は破壊されているようであった。北のトレン
チ（C 区）では、墳丘の裾にあたる部分から
かなりの量の木炭が検出され、築造にあたっ
て火が焚かれたことが推測される。東のトレ
ンチ（D 区、第 3、4 図）では当時の黒土層
が切り取られているが、他のトレンチでは葺
石の下に黒土層があって、周湟の存在には疑
問がある。石室は地表を約 1m 掘り込んで設
定され、彫り上げた土を封土として使用した
（3）
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ものと思われる。墳頂部の巨石は天井石（写
真 2）の一部であるが、側壁の一部と共に石
室内に陥没しており（第 5 図）、墳丘の高さ
は明らかにしえない。
　内部構造
　玄室と羨道部からなる横穴式石室（写真
3）で、中心線は真北を示す（3）。玄室は左右
一対の柱状石（第 10 図）で羨道部と区切ら
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第 4 図　23 号墳調査区（トレンチ）壁面断面図
第 5 図　23 号墳石室上部実測図（平面図）
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写真 2　23 号墳墳頂部天井石
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れ（写真 6）、
長さは 5.2m、
幅 は 入 口 で
1.35m、 最 大
1.7m、 奥 壁
部 で 0.9m の
舟 形 を な す
（第 6 図）。奥
壁（ 写 真 4）
は高さ 0.9m、
幅 1m の巨石
を 用 い、 そ
の上に 1m ×
0.7m、 厚 さ
0.4m の石を据えている。この上部の石は墳
頂部に露出しているが、移動した形跡はな
く、奥壁の上段部か、天井石の何れかと考え
られる（第 9 図）。側壁（第 6 図、写真 5 ～
8）は前記の如く上部を欠き、残存部の最高
値は 1.2m である。現存の側壁の張り出しは
強くなく、やや内傾する程度であるが、奥壁
部の観察では最上部でかなり内湾するようで
ある。石室内に陥没している最大1.2m×0.9m
の石を始めとする 5 個の石（第 5 図）は天井
石と思われる。床面には奥壁より 4.3m の所
まで敷石を施している。ただ奥壁の近くでは
比較的小さな平石を用い、遠くでは粗大とな
る。
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第 6 図　23 号墳石室実測図
写真 3　23 号墳石室全景
（5）
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第 7 図　23 号墳石室断面図（A-A’ 面）
第 8 図　23 号墳石室断面図（B-B’ 面）
第 9 図　23 号墳石室奧壁実測図 第 10 図　23 号墳石室玄室入口実測図
写真 4　23 号墳石室（奧壁）
写真 6　23 号墳石室東壁（南半部）
（玄室から羨道を望む）
写真 5　23 号墳石室東壁（北半部）
写真 7　23 号墳石室西壁（北半部）
（6）
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　羨道部は、長さ 2.1m、幅 0.9m の直線状を
なす。玄室との境を示す柱状石は、高さ 1.2m、
太さ 0.4 ～ 0.6m であり、この間に 3 個の石
を置いて玄室より床面を約 0.3m 高めている。
敷石は殆ど用いず、この上に 1.5m に亘って
詰石を置いて閉塞している（写真 9）。
　出土遺物
　23 号墳はすでに盗掘されており、遺物は
ごく僅かしか発見されなかった。その内訳は
細かく砕けた鉄片と、土師器、須恵器、山茶
碗で、完形のものは山茶碗 1 個のみで、その
他は断片ないし細片である。出土地点は殆ど
が石室内の詰まった土の中からであるが、羨
道部からも鉄片と須恵器が出土している（第
11 図、写真 10）。ここでは、実測可能な土器
と一部の法量が計測できる遺物を取り上げ
た。
　鉄片　全部で 3 個出土し、玄室内の中央部
と入り口に近い前方部、および玄室入り口に
近い羨道部の床面近くから検出された。いず
れも細片であり、全容をうかがうことはでき
ない。掲載した写真の鉄片（遺物№ 14、写
真 11）は玄室中央部で出土し、法量は 2.3 ×
2.0㎝、厚さは 0.2㎝である。
　土器　出土した土器は数点で、須恵器と山
茶碗に分けられる。
（1）須恵器
　高坏（遺物№ 1、第 12 図－ 1、写真 12 － 1）
羨道部の中央よりやや前方の床面近くから出
土した。灰青色軟質で、坏部の大部分を欠失
し、側面の一部のみが残る。脚部も、底部を
すべて欠失する。身部の脚部と接合部付近に
箆削りによる沈線 2 ～ 3 本を施し、小さな段
差もみられる。脚部には透かし孔がみられな
い。残高 4.6㎝、身部の残口径 5.7㎝。湖西窯
の製品とみられ、7 世紀後期で、その中でも
さらに後半に属するとみられる。
（2）山茶碗
　遺物№ 20（第 12 図－ 2、写真 12 － 2）は
玄室中央部付近の床面近くの土の中から出土
した完形品である。灰白色堅質で、底部から
断面ハの字状に上に向かって開き、口縁部は
やや外反する。側面は箆削りで調整し、緩い
稜線がみられる。底部には轆轤の跡が残り、
周縁には高台を付す。また、接地部には浅い
刻み目もみられる。高さ 5.2㎝、口径 16.6㎝、
底径 7.1 ～ 7.2㎝。12 世紀後半の渥美窯また
は湖西窯産とみられる。
　遺物№ 5（第 12 図－ 3、写真 12 － 3）は
玄室中央の東壁の床面近くの土の中から出土
した。灰白色堅質で、底部から緩やかにハの
字状に上に向かって開く。側面は箆削りで調
整され、6、7 条の稜線が残る。底部は糸切
痕があり、周縁部には高台を付す。高さ 5.7
㎝、口径 16.5㎝、底径 7.3㎝。№ 20 と同様に
12 世紀後半の渥美窯または湖西窯産とみら
れる。
　遺物№ 7（写真 12 － 4）は玄室中央より入
り口寄りでやや西壁寄りの床面近くの土の中
写真 8　23 号墳石室西壁（南半部） 写真 9　23 号墳羨道部（詰石）
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第 11 図　23 号墳遺物出土位置図
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写真 10　23 号墳石室内遺物出土状況
写真 12　23 号墳出土遺物（土器）
写真 11　23 号墳出土遺物（鉄片）
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から出土した。底部の一部のみ残る断片で、
灰青白色堅質である。轆轤挽き跡がみられ、
周縁部にはやや内傾した高台を付す。遺物
№ 20 および 5 の山茶碗と同様に 12 世紀後半
に属するが、それらに比してやや胎土が細く
焼成も緻密なので尾張の猿投窯製品とみられ
る。
4　川田原 24 号墳
　古墳の概要
　24 号墳は 23 号墳の南約 150m、16 号墳か
ら東南約 130m のところに位置し、川田原台
地の南端部に立地する。地籍は新城市川田字
本宮通 147 番地である。古墳は、発掘調査時
には民家の庭先にあって、石室は露出し 2 枚
の天井石を残したまま、墳丘は比較的旧状を
留めていた。しかし、南西部は耕地となって
いるため、かなり裾が削られ、東部も庭に接
してほぼ同様の状態にあった。遺跡の現状は、
22、23 号墳の跡地と同様にすべて削平され、
民間企業の工場の敷地となっている。古墳の
痕跡は、殆どうかがえないが、石室の積石ま
たは天井石とみられる石材の一部が駐車場横
の傾斜面にみられる。しかし原位置にあった
かは確定できない。
　発掘日誌抄
　3 月 6 日　墳丘の測量を行う。古墳は天井
石が 2 枚残るだけで、石室内は深さ 1m ほど
削られており、奥壁、東壁、西壁が露出して
いた。それにより石室内を羨道部に向かって
約 2m、清掃作業を行った。
　3 月 7 日　石室内の清掃を行う。玄室入り
口の立柱石付近を除いてほぼ完了する。
　3 月 20 日　発掘作業を続け、詰石を清掃
する。奥壁方向からみた詰石の状態を撮影す
る。玄室内の全体に天井石が落ち込んでいる
のを確認する。
　3 月 22 日　石室内で出土した須恵器の坏
と細頸瓶を撮影する。前室より山茶碗片が出
土する。
　3 月 23 日　石室内の東西両壁、敷石の平
面図および断面図の作成を完了する。羨道部
は東壁を実測し、西壁にもとりかかる。詰石
の清掃と実測を行う。詰石の清掃中に須恵器
の𤭯の頸部を検出する。
　3 月 24 日　石室内の実測をすべて完了す
る。前室より平瓶が出土する。西壁の清掃中
に坏が出土、前室より山茶碗が出土する。
　3 月 26 日　墳頂部より北方に墳丘のセク
ションと葺石の状態をみるためにトレンチを
入れ、掘り下げる。その結果、墳丘の上部で
は薄く黒色土層が入るが、上段の葺石と下段
の葺石の間には黒色土層はみられなかった。
　3 月 29 日　石室の実測の補足を行う。
　古墳の墳丘
　墳丘の規模は、古墳の墳丘部の周辺がかな
り裾部を削り取られていたために概観のみで
推測することは困難であった（4）（第 13 図）。
そのため北側にトレンチを設定し土層を観
察した。その結果、奥壁より 3.75m と 4.45m
0 5 10 ㎝
第 12 図　23 号墳遺物（土器）実測図
3
2
1
（9）
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の地点にそれぞれ葺石が見出され、さらに
4.95 ～ 5.25m の間に 3 段よりなる石積みが
あって、墳丘の裾であることが確認された（写
真 13）。そして墳丘から 6.75m の地点より地
山が上向きに向かうので、この部分が周湟で
あったことを推測せしめる。
　また奥壁より 1 ～ 3m の地点には、床面よ
り 0.5m の高さのところに 6cm ほどの厚みを
持った黒色土層帯が観察され、その上部には
塊状の黒褐色がみられた。
　以上の結果から見ると、墳丘は直径およそ
15m、周囲に幅 1.5m、深さ 0.5m の周湟をも
つと考えられ、現況から円墳と考えられる。
墳丘の高さは、原状では床面から 2.65m で
あるが、築造当初は 3m を超えたものと思わ
れる。そして石室は地表を約 0.6m 掘り下げ
て構築されている。
　内部構造
　内部は玄室、前室、羨道部に分割され、そ
の間は左右 1 対の柱状石（高さ 1.1 ～ 1.2m）
で区分されている（5）（第 14 図）。玄室の現状
は長さ 3.6m の舟形を呈し、入り口で 1.4m、
最大幅 1.55m、奥壁付近で狭くなり、0.85m
となる。前室は長さ 2.55m、幅は 1.1m 前後、
羨道部は長さ 1.5m、幅は 0.9m ～ 1.1m で入
り口がやや広くなっている（写真 14~19）。
　奥壁は高さ 1.52m、幅 1.0m の巨石を用い、
側壁は西側に持ち送りの手法を用いて上部を
狭めている（写真 15）。前室の奥壁の観察で
は、床面の幅 1.07m に対して、漸次狭めて上
部を 0.74m とし、さらに最大級の石組の幅
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第 13 図　24 号墳墳丘略図（発掘日誌より）
写真 13　24 号墳石室内遺物出土状況
（10）
− 129 −
新城市川田原古墳群の発掘調査報告Ⅲ ―川田原 23、24 号墳―
を 0.65m として、これに天井石を載せている。
　天井石は 3 枚を残すが、1 枚は羨道の入口
に落ちており、1.11m × 0.68m × 0.65m の箱
状のもので、恐らく最前部の天井石と思われ
る。残りの 2 枚は玄室、前室の境をなす柱
状石（写真 16）の上に載る 1 枚と、その前
方に接するもので、前者は 1.45m × 0.5m ×
0.38m、後者は 1.28m × 0.42m × 0.39m の角
柱状をなす。床面から天井石下部までの高さ
は、前者で 1.2m、後者はやや高く 1.42m で
ある。この状態から考えれば、玄室と前室と
の境は、柱状石で左右、上下ともに狭められ
ているものと思われる。
　床面は玄室（写真 17）においては敷石の
第 14 図　24 号墳石室平面図（発掘日誌より）
写真 16　24 号墳（玄室から前室を望む） 写真 17　24 号墳石室（玄室）
写真 15　24 号墳石室（奧壁と周辺）
点線の囲いは被せ石 黒漆部は細頸瓶と坏身
写真 14　24 号墳石室（玄室、前室）
（11）
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大部分を失っているが、残存するものから見
れば 0.2 ～ 0.3m の大型の平石を用いている。
前室（写真 18）では同様の大型の平石を使
用するが、入口に近づくに従って粗となり、
小型の石を間に詰めるようになり、入口では
敷石の見られない部分もある。
　閉塞は奥壁より 5.9m、すなわち前室にや
や入ったところから羨道部（写真 19、写真
20）全面に行われている。
　出土遺物
　24 号墳は 23 号墳と同様に盗掘されており、
遺物は土器が僅かしか発見されなかった。内
訳は古墳時代の須恵器と平安時代後期の山茶
碗の 2 種類で、多くは断片であり、実測可能
なものや、概要を知ることができるものは 5
個であった。それらは石室内に詰まっていた
土の中から出土している（写真 21）。
（1）須恵器
　坏身（第 15 図－ 1、写真 22 － 1）前室の
羨道部近くの東寄りの床面近くから出土し
た。灰青色堅質の完形品で、口縁部は内傾し、
蓋受け部を設けている。側面は箆削り調整し、
2 段の稜線も生じている。底面はやや窪むが
平に箆で削る、高さ 3.7 ～ 4.2cm、口径 9.2cm、
胴径 11.7㎝。
　𤭯（頸部）（第 15 図－ 2、写真 22 － 2）玄
室中やや中央寄りの敷石の下から出土した。
灰青色堅質の𤭯の頸部で、身部を欠失してい
る。口縁部は外反し、口唇部は内やや内傾し
た平坦面を呈している。頸部から口縁部に向
かう付近に浅い突帯を箆で削り出す。残高6.1
㎝、口径 11.5㎝。
　細頸瓶（第 15 図－ 3、写真 22 － 3）前室
の羨道部近くの東寄りの土中から出土した。
灰青色堅質で口頸部と身部の 3 分の 2 以上を
写真 18　24 号墳石室（前室） 写真 20　24 号墳（羨道部）
写真 21　24 号墳石室内遺物出土状況
写真 19　24 号墳石室（前方から羨道部を望む）
（12）
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欠失し、底部も欠いている。身部は横長の球
形を呈し、胴部中央の内面には粘土紐と轆轤
引きの跡がみられる。外面も箆削りで調整し
ている。頸部はラッパ状に外反し、口縁部を
やや内側に傾斜させ 1 本の稜線を施してい
る。頸部から身部の中央付近まで自然釉が垂
れている。残高 19.7㎝、推定口径 8.1㎝、胴
径 19.4㎝。
　平瓶（第 15 図－ 4、写真 22 － 4）前室の
土中から出土した。灰青色堅質で、口縁部の
一部を欠失する。身部の上面は緩やかに湾曲
し、側面は箆削りで調整し、6 条の稜線がみ
られる。頂部に小型偏円形の鈕状塊を貼り付
ける。底部は平底で、窯印の×形を刻む。頸
部は緩やかに外反し、口縁部から約 1.3㎝下
方に浅い突帯を箆で削りだす。口縁部の内外
および身部の上部から胴部中央にかけて一方
向に自然釉がかかる。高さ14.2cm、口径6.7㎝、
胴径 14.1㎝。
　以上 4 個の須恵器の出土状況については、
それを記録した平面図が見当たらないので、
詳細は不明であるが、発掘日誌や遺物台帳の
記録から、前室の羨道部境界付近の東壁より
の地点とその周辺から、まとまって出土した
と推定される。すべて湖西窯の製品で、7 世
紀後半の焼成品とみられる。平瓶の口縁部か
ら約 1.3㎝とやや幅のある距離に浅い突帯が
設けられているのも、その特徴をうかがわせ
る。なお、奈良県の藤原宮跡の西南隅に位置
する井戸遺構（6）（SE8061）の中から、藤原
宮期直前に位置付けられる良好な土器資料が
一括出土し、それらの中には東海地方の猿投
0 5 10 ㎝
第 15 図　24 号墳出土 ･ 遺物（土器）実測図
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窯と湖西窯の平瓶が含まれている。24 号墳
出土の平瓶も湖西窯出土品に類似しており、
本古墳の築造年代を示唆している。
（2）山茶碗（第 15 図－ 5、写真 22 － 5）奥
壁近くの東壁の上段部から出土した。3 断片
とさらに小さい破片からなる山茶碗の口縁部
である。外面は緩やかに外反し、箆削りで調
整する。外面上部と内面には自然釉がかかる。
12 世紀中ころの渥美窯の製品とみられる。
5　小結
　川田原古墳群は川田原台地上に位置する古
墳時代後期の群集墳で、かつては 34 基の古
墳が知られていたが、1968 年の愛知大学が
調査した時点では 11 基が消滅し、23 基が残
存していた。この古墳群は、本宮山から伸び
る支脈の山麓の松林の中にある上方の一群（1
～ 14 号墳）と、開墾され工場や民家の建つ
台地上の中央部の一群（15 ～ 24 号墳）および、
さらに平地に向かって緩やかな台地上に立地
する下方の一群（25 ～ 34 号墳、ただし現状
は 25 号墳のみ残存）に分類される。今回の
報文の 23 号墳は前回報告した 22 号墳の南南
東 40m の比較的近接した地点にあり、24 号
墳は 23 号墳よりやや離れた南約 150m にあ
写真 22　24 号墳出土遺物（土器）
1
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り、中央部の一群の古墳の中では最南端に位
置する。
　23 号墳は墳頂部が削平されていたために
明らかでないが、直径 13.5m の円墳と推定
される。内部構造は中心軸が真北に設定され
た横穴式石室で、石室の平面は舟形を呈す
る。玄室と前室の区別は付けにくいが石室と
羨道部との境界には柱状石が左右に一対配さ
れ、三河型古墳（7）の特徴を示している。石
室の規模は長さ 5.2m、最大幅 1.7m、奥壁の
高さは 0.9m で、羨道部は長さ 2.1m、幅 0.9m
の直線状をなしている。出土遺物はすでに盗
掘されて殆ど残らず、古墳の築造年代を示唆
するものは僅かに湖西窯産の須恵器の高坏の
破片 1 個のみである。年代は 7 世紀後期の後
半とみられ、22 号墳に近い時期と思われる。
なお、山茶碗は封土上に有ったものが、後に
石室内に混入したものと考えられる。
　24 号墳は墳丘や石室の構造を記録した資
料が見当たらず、当時の発掘日誌と歌川教授
の原稿および写真により、さらに推測を加え
ながら執筆した。それらの記録によれば墳丘
の直径は約 15m、高さは 3m を超えると推定
されている。内部構造は横穴式石室である
が、中心軸の方位については歌川教授の原稿
にも記載されていない。他の古墳と同様に南
向きに開口部をもつと思われるが、詳細は不
明である。石室の内部は玄室、前室、羨道部
からなり、玄室は舟形を呈し、前室と玄室の
境および前室と羨道部の間にはそれぞれ立柱
石を置き、三河型古墳（8）の特徴を示している。
規模は玄室が長さ 3.6m、最大幅 1.55m、前
室が長さ 2.55m、幅 1.1m、羨道部が長さ 1.5m、
幅 0.9 ～ 1.1m である。
　遺物は石室がすでに盗掘されていたため僅
か数点しか残存していないが、発見された須
恵器の年代から、7 世紀の第 4 四半期の前半
から中頃かと推定される。
　23 号墳については年代の根拠となる須恵
器が僅か 1 個のみであり、また 24 号墳は実
測資料が見当たらないため、両古墳ともその
性格を論じることは困難をきわめるので、今
後に調査記録が発見されることを期待した
い。
　今回は前回、前々回と同様に、発掘当時に
愛知大学が作成した図面や写真および、その
後に整理された実測図と、歌川學氏が執筆さ
れ、新城市教育委員会へ報告書作成のために
提出される予定であった草稿（本稿の 3 川田
原 23 号墳、および 4 川田原 24 号墳のうちの
それぞれの古墳の概要、古墳の墳丘、内部構
造）をもとに、出土遺物などの項目を追加し
て作成したものである。歌川氏の草稿には変
更、加筆された部分もあるが、文責は筆者に
ある。
　また、図面や遺物の再整理、実測図の作
成、写真撮影などにあたっては、玉井力（綜
合郷土研究所非常勤所員）、廣瀬憲雄（同所
所員）、桒原将人（同所研究員）、森田亮子
（同所研究員）、朝倉留美（同所臨時職員［当
時］）、水野多栄（名古屋古代史研究会会員）
の各氏にご協力いただいた。なお、土器の年
代等については尾野善裕氏（奈良文化財研究
所）、参考資料や文献については岩原剛氏（豊
橋市埋蔵文化財センター）にご教示いただい
た。ここに記して感謝の意を表します。
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（3）第 2 図 , 第 5 図 , 第 6 図に記された方位は磁北を
指す。なお、第 2 図には、A 区が石室の検出のた
め拡張して発掘されて残らず、図示されていない。
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（4）24 号墳の墳丘実測図は発見されなかったので、
ここでは墳丘略図を発掘日誌より作成した。だだ
し、方位や縮尺は記されていないので、それらは、
この図にも示されていない。
（5）石室の平面図や側壁図の実測図は発見されなかっ
たので、ここでは石室の平面略図を発掘日誌より
作成した。ただし、方位や縮尺は記されていない
ので、それらは、この図にも示されていない。
（6）『飛鳥・藤原宮発掘調査概報　24』奈良国立文化
財研究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部、　1994 年
（7）岩原剛「三河の横穴式石室－三河型横穴式石室
の生成と伝播を中心に－」（和田晴吾先生還暦記念
論集刊行会編『吾々の考古学』同刊行会、2008 年
（8）岩原剛　前掲論文
　補遺
　「川田原古墳群発掘調査報告Ⅰ」と「同報告Ⅱ」に
記載されなかった資料および改定した図版を補遺と
して掲載する。
　第 16 図は「調査報告Ⅰ」に掲載された 16 号墳の
石室の入り口から羨道部にかけての詰石による封鎖
施設の実測図である。
　写真 23 は「調査報告Ⅱ」に掲載された 22 号墳の
出土遺物に掲載されなかった鉄器類で、鉄鏃の茎部
とみられる。左は玄室内から出土し、残長 4.1㎝、厚
さ 0.6㎝。右は石室内の前方から出土し、残長 4.3㎝、
厚さ 0.6㎝である。
　第 17 図は 22 号墳石室の平面および東、西の側壁
図の改定図である。「調査報告Ⅱ」の第 5 図では、図
版の上方に西壁、下方に東壁の実測図が掲載されて
いるが、正しくは上方に東壁図、下方に西壁が配置
される。
1 2m0
第 16 図　16 号墳 石室入り口付近封鎖施設
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写真 23　22 号墳出土遺物（鉄器類）
1 2m0
N
A
B’
B
A’
西壁
東壁
第 17 図　22 号墳 石室実測図（改訂図）
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川田原古墳群は新城市の西端に位置し、本宮山の東南山麓に延びた
川田原台地の上に立地する古墳時代後期の群集墳である。かつては
34基が知られていたが、調査当時は23基が残存し、そのうち5基を
調査した。発掘された古墳の多くは、盗掘されて石室も破壊されてい
たが、中には纏まった遺物が出土し、石室も比較的よく保存されてい
たものもある。今回の調査は、東三河地方の後期古墳の実態を知る上
に良好な資料を提供している。
特記事項
34度53分23.6
137度27分55.5
報告書抄録
新城市川田原古墳群の発掘調査報告l、ll、lll（3回分）
（18）
（注）遺跡番号コードは『マップ愛知』愛知県文化財マップ（埋蔵文化財、記念物）による。
緯度、経度は奈良文化財研究所『遺跡データベース』（世界測地系）による。
調査面積は、調査区を記入した図面が、一部未発見のため記載していない。
